
１  主題名
　　地域の連帯感　
内容項目　Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること
　　　　　12 社会参画、公共の精神
２　ねらいとする道徳的価値及び本教材を活用して育てたい力
『首都直下地震などの大地震や様々な災害が起きた時に、助け合いという視点であなたには何ができるか。』をテーマに地域社会の一員として、社会に参画し、災害時などに公共の精神をもって、地域社会に貢献しようとする態度を育てる。
教材名　　地域の連帯感「Ｍ７.３　子どもたちの見たもの」
　　　　　（みんなで生き方を考える道徳③　日本標準）

３　教材の概要
本市では毎年度４月に「調布市防災教育の日」を定め、防災教育に関するさまざまな取組を行っている。本校では昨年度は、東日本大震災の発災時に宮城県石巻市立小学校に勤務されていた元校長先生、本年度は、阪神淡路大震災の発災時に兵庫県宝塚市立小学校に勤務されていた元教頭先生をお招きし、生徒、保護者、
地域の方を対象に「大地震などの災害に備え、今、私たちにできることを学ぶ」を演題に講演会を実施してきた。さらに、全教科、領域で年間を通して安全教育の視点での指導を意図的に行ってきた。本時では、それら教育活動を通して身に付けられたり、鍛えられたりした見方・考え方を働かせながら、ねらいとする道徳的価値が生徒たちに確実に定着するよう工夫している。
教材は、阪神淡路大震災の概要、阪神淡路大震災を子どものときに経験した人々の「思うこと、大切なこと」、発災１０年後に思っていることとして「さらに十年後」、最後に「メッセージ」という構成になっている。５名の人々の思いが非常に簡潔に、かつ率直に表れている教材である。
４　安全に関する視点
新学習指導要領（平成２９年３月告示）の総則２－（３）には、「学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導および心身の健康の保持増進に関する指導については、保健体育科、技術・家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。」という記述がある。本時の指導を行うに当たっては、将来、生徒が主体的に安全文化の啓発と地域の安全文化の構築のための担い手として活動するために必要な道徳性を養うことを中心としている。さらに、各教科、総合的な学習の時間や特別活動における安全に関する指導との関連も十分考慮した指導計画となっている。
５　本時の展開
（1） ねらい
調布市防災教育の日の講演会での学びや各教科における自然災害に関する学習を基にした見方・考え方を働かせながら、地域社会の一員として、地域社会を構成する多くの人々と助け合い励まし合いながら社会連帯を深めていくことが求められる。大地震などの災害時に中学生としてできることについて、人と人の結び付きの重要性を意識しながら、自分のこととして捉え、人間としての生き方について考えを深める。
（2） 展開
	
	学習活動・学習内容
	支援・留意点

	導
入

	１　「1995年1月17日」と板書し、阪神淡路大震災など、最近日本や世界で起きた自然災害について、知っていることを発表し合う。


	・ 被害などについて確認する際、刺激が強すぎる
ものは避ける。
· 地震以外の自然災害についても触れる。
· １番は自分の命を守ることが何よりも重要であることに気付かせる。
· 第１学年理科での既習内容「火山と地震『自然の恵みと火山災害・地震災害』」を確認しながら人間の力を超えた自然災害の脅威について触れる。

	展
開
	２　「Ｍ７.３　子どもたちの見たもの」を読む。
３　地震直後にどのような「モノ」が不足したのか、班で話し合い、発表する。
４　大きな震災に遭遇した場合、助け合いという視点で、考えたことをワークシートに記入する。
①直後（学校・家・登下校中）

②避難生活中

	・ 震災後の復旧の迅速さを実感するとともに、人々の気持ちはどのように変化したのかについて注目させる。
・　それらのモノがどうして重要だったのか、その理由も考えさせる。

· 「モノ」には物資と人間の結びつきの２点に大きく分けられることに、気付かせる。
· 地域の人々や周りの人々に助けられた時の気持ちが分かるところに注目させる。
· 生徒の多様な見方・考え方に触れ、さらに新しい見方・考え方が生み出されるようワークシートを工夫する。
· 災害が起きるとどのような不都合やトラブルが起きるのか、過去の記事（阪神淡路大震災後の雑誌等の記事）などを活用し、考えさせる。
· 地域の防災活動や調布市防災教育の日に実施した講演会の内容を思い出させ、考えさせる。


	終
末
	５　本時を振り返る。
	○　地域社会の一員として、大地震などの災害時に中学生としてできることについて、人と人の結びつきの重要性を意識しながら、自分のこととして捉え、考えを深めたか振り返る。　
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